‘０９　新人歓迎山行（大菩薩峠）
（日程）  2009年7月26日（日） 天候：晴れ
（参加者）かずおさん、きんねぇ、ますねぇ、ひで、たかちゃん、ちえさん（ゲスト）、まっちょ（記）
（記録）  まっちょ
（ルート）JR塩山駅～（タクシー）～上日川峠～福ちゃん荘～雷岩・大菩薩嶺～福ちゃん荘～
　　　　　（タクシー）～ぶどうの丘～JR勝沼ぶどう郷駅

集合～塩山駅 
久々のNSA山行参加。今回は新加入のたかちゃん歓迎山行で、行き先は大菩薩嶺（2,057ｍ）。歩行時間３～４時間程度とお手ごろコース。参加者は、やはり久々参加のカズオさんとキン姉、パワフルますねぇ、リーダーが板についてきたヒデ、ヒデの職場仲間でゲスト参加のちえさん、新加入のたかちゃん、私。下山後、勝沼で温泉＆ワインのお楽しみつき。後半は飲んだくれのへべれけモードになることを覚悟しつつ、弟が徹夜して漬け込んだ（ウソです）自家製サングリアを背に、自宅を7時出発。
カズオさんと私が高尾駅合流で、他のみんなは7時に新宿集合。8時前に高尾駅に到着し、まずカズオさんと合流。その後、ヒデを見つけるが様子が変なので聞くと、新宿駅で一波乱あったとのこと。みんな揃ったと勘違いして出発しようとしたところ、ますねぇが置いてきぼりなことに気づき、あわてて連絡とりあったそう。確かにますねぇなら走って中央線を追いついてきそうなイメージはあるが、さすがに置いてきぼりは気の毒。平謝りのヒデ。この山行の間、ずっとネタにされることに。
8:01発の中央本線甲府行きに乗り、塩山駅に向けて出発。9:15に到着。
上日川峠

塩山駅からタクシーで登り口へ。予定通り10時に到着。ここで新人のたかちゃんと、ゲスト参加のちえさんを改めて観察してみる。たかちゃんは、過去筑波山へ登った経験のみで今回が2回目の山行。3万円の大枚にて購入した真新しい登山靴にピンクのユニクロＴシャツ。アンバランスさが初々しい。一方のちえさんは、小ぶりのザックにはき込まれた登山靴。シャツ、ズボン、帽子の雰囲気が山屋さんっぽい。かなりのベテランと思いきや、なんとこちらも山行2回目。え～！？靴とか年季入ってません？と聞いたら、初山行が悪天候で履くのは2回目とのこと。しかし見た感じはどうみても上級者なちえさん。
登りの準備をしていると、相変わらずますねぇが元気だ。最近はトレイルランにはまっているそうで、服装や腕時計などの装備も本格的だ。しきりに荷物をチェックして準備に余念がない。

準備万端、いざ出発・・・の前に、ますねぇがいきなり腕時計紛失。みんなで捜索するとますねぇのザックにて発見。こんどこそ出発。

福ちゃん荘～大菩薩峠  
天気もよく、快適な登り。景色も素晴らしく、眼下に湖が見えたりする。また、時おりひっそりと顔を覗かせる高山植物が美しい。キン姉は花にとても造詣が深く、誰も気がつかない様な花にも目を留めて解説してくれる。先日某所でスイートピーを見て「きれいなバラですね～」と言って周囲を固まらせた私は、キン姉の解説をありがたく拝聴する。今回はひっそりと咲いている感じだったが、時期が違うと一面お花畑のような風景も見られるとのこと。なんでもキン姉は以前大菩薩峠に来て以来、山にはまったそうだ。
頂上に向かって元気に歩く。その中で人一倍、いや三倍ほど元気なますねぇ。話し始めるととまらないますねぇは話題も豊富。話題の5割が登山・マラソンにまつわるもの。4割は師と仰ぐ鉄人・のみさんの話。残り1割はトイレ話。なぜかトイレの知識も豊富なますねぇ。
福ちゃん荘での小休憩を挟み、大菩薩峠を進む7人。
ランチ
　雷岩の手前の見晴らしのよいところにランチの場所を確保。ランチの準備に専念するヒデを残し、6人で少し散策。しばらくしてランチの場所に戻ると、ヒデが、岩場の中に、堅固なパン焼き要塞を構築していた。ガスバーナーに網を乗せ、フランスパンを切り、手際よく焼いていく。サルサのディップス（？）やらアンチョビペーストやら準備が良い。たちまち美味そうな香りに包まれるＮＳＡ一同。自分の食べるのも忘れ調理に専念する、献身的なヒデ。「ますねぇ置いてきぼり事件」で失墜しかけたリーダーの威厳を見事取り戻すことに成功。そのほか、皆思い思いのメニューで屋外ランチを楽しんだ。
ピークハント  

ピークハントへ出発。過去877ｍの筑波山が最高のたかちゃんの張り切りようが凄い。自己記録が一挙に2,057ｍにまで更新されるのだ。しかも翌週には鳩バスツアーで富士山に登頂するとのこと。自己記録は3,776ｍまでジャンプアップする予定。「この調子でガンガン高い山に登りたいです！」とたかちゃん。（いやもうそれ以上高い山ありませんから）と心の中でつっこむ私。たかちゃんも、日本に飽き足らず海外の名峰に挑む冒険家・のみさんや、山岳教室に通い剣岳に既に5回も登ったスージーさんのようなハードコアな山屋さん路線を歩みそうな予感。
雷岩を経由していよいよ大菩薩嶺へ。見晴らしのよい頂上を期待すると見事に裏切られる。森の中、三角点がポツンとあるだけの、いわゆるひとつの「ガッカリピーク」。しかし百名山にも選ばれているメジャーどころのピークハントを達成し、満足げなたかちゃん。
その後、雷岩まで戻り下山の準備を始める。初心者のたかちゃんに、カズオさんが下り方を指導する。手取り足取りの指導は、とても銀行員には見えず、殆ど地元の山岳指導員の優しいおじさん。カズオさんは当会トップクラスの健脚の持ち主で、踏んだピークも数知れずと説明すると感心仕切りのたかちゃん。下りを控えて、少し緊張した表情のたかちゃんとは対照的に、下りに向けて静かに闘志を燃やすちえさん。やはりここでも初心者に見えない落ち着きぶり。
下り道  
下山開始。下りながら、カズオ指導員に替わって、ヒデ指導員がたかちゃんに下りの注意事項を伝えている。ヒデ「下りは滑りやすいので、踵だけでなく足の裏全体を使って・・・」ズルッ　　見ると、両手両足と尻の5点確保で大地にしっかりと根ざすヒデの姿が。う～ん、新人の緊張をほぐすために敢えて自らコケてみせるとは・・・。リーダーの気遣いに感服する。
ランチが長引いたため、予定より約40分遅れの14:40に福ちゃん荘へ到着。

タクシーで勝沼まで  
　タクシーの運転手さんには、下山開始の際、ヒデから遅れる旨の連絡を入れていたため、その後もスムースに進行。福ちゃん荘を15時ごろ出発。そもそもNSAの山行なので、ランチが長引くのはヒデも計算の上。なかなかの幹事っぷりだ。タクシーの中でその名幹事に容赦ないのが、同じ商銀本店勤務のちえさん。レガッタで同じチームだったそうで、「ひで、練習は良かったのに本番がね～」とか、にこやかな表情から鋭いツッコミを連発。
勝沼にて温泉・ワイン三昧　
タクシーで勝沼の「ぶどうの丘」へ15時過ぎに到着。待ち焦がれた温泉だ。「ぶどうの丘」の温泉は、露天風呂からの眺望が大変よく気分がいい。以前、当会の名プランナー・シューヘイ君の案内で訪れた「ほったらかし温泉」を思い出す。あの時と同じく笠が並べてある。山梨の温泉は笠が標準装備か。
温泉から上がり、まずビールで乾杯。ビールジョッキに混じり、黒々とした液体に満ちたコップが。ちえさんは風呂上りにコーラ派なのだそうだ。

その後いよいよワイン蔵へ突入。入り口で\1,100にて銀色の器（お皿？）を購入、地下のワイン蔵でひたすら試飲する。というか完全な飲みホ。みんなテンションのあがり方が半端ない。居酒屋モードが発動し、「もっと高い酒持ってこんか～い！」といった勢い。そんな中、キン姉の表情があきらかにいつもと違う。普段の優しげな目ではなく、獲物を狙う豹の目だ。キン姉のワイン知識はこれまた半端なく、最近まで「フルボディ」をボトルのサイズだと思っていた私では到底太刀打ちできない。「これなんかコクがあってフルーティでおいしいですね～」とか見栄を張って言ってみるものの「・・・国産のブドウはダメね」と全否定され、ワイン蔵の片隅で一人落ち込む。
散々飲みおみやげも買い、ワイン蔵を出ると、全員満腹の出っ腹状態。すっかり酔いが回ったちえさんが、ヒデのお腹をつっつき「この中、何が詰まってるのよ～」と聞くと、ヒデ「ハッハッハ。夢と希望ですよ」。すかさず「アンパンマンか～い！」と突っ込むたかちゃん。ゲストと新人のするどいツッコミでへこむアンパンマン。たかちゃんは当会にすっかり馴染んでいるようだ。
電車で宴会　
17:45（？）の高尾行の鈍行に乗り、ボックス席を二つ確保。ぶどうの丘で買い込んだワイン・つまみ、ランチの余りものを開陳して、宴会スタート。ここでも当然のように居酒屋モードが発動し、大宴会となる。酒が進み、会話が尽きない一同。ふと見ると、席が隣り合ったカズオさんとキン姉が、「銀座の美人ママと常連の社長さんの小旅行」といった風情。カズオさんの「山岳指導員のおじさん」から「酔いの回った社長さん」への変貌っぷりにたかちゃんもビックリ。
ますねぇは、7月末で寿退職とのことで、結婚式の衣装合わせの写メを見て盛り上がる。そこには普段の勇ましい「人間発電所」ますねぇではなく、美しい花嫁さんの姿が。思わず「きれいですね～」と見とれる一同。ダンナ様は消防士さんでイケメンの細マッチョ。お似合いのカップルだ。早起きが大変なのよね～といいつつ顔は幸せそうだ。
その後、高尾駅で東京行きに乗り換えて、無事山行終了。その後ヒデは、東中野でますねぇ・たかちゃんと3次会でさらに深酒したとか。みなさんお疲れ様でした。
（おわり）
